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●
先
行
し
た
取
り
組
み

─
─
関
西
電
力
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
そ
う
だ
が
？

　

気
候
変
動
枠
組
条
約
が
で
き
る
二
年
前
、
一
九
九
〇

年
に
関
西
電
力
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
や
環
境
負
荷
低
減

を
め
ざ
す
「
地
球
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
５
原
則
」

と
い
う
理
念
を
打
ち
出
し
、
業
界
で
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

　

大
阪
に
あ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
南
港
発
電
所
で
排
ガ
ス

か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
す
る
排
煙
脱
炭
技
術
の
研
究
開
発

を
他
社
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
関
西
電
力
グ

ル
ー
プ
と
し
て
経
済
産
業
省
の
Ｃ
Ｏ
２
炭
層
固
定
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
、
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収
・
固

定
化
の
技
術
開
発
を
実
施
。
ま
た
、
早
く
か
ら
海
外
に

も
目
を
向
け
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
熱
帯
林
植
林
に
よ
る

吸
収
源
拡
大
等
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

と
り
わ
け
関
西
電
力
は
電
源
構
成
に
占
め
る
原
子

力
比
率
が
高
い
た
め
、
一
ｋＷｈ
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、

つ
ま
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
は
日
本
の
電
力
会
社
で
最
も

低
い
水
準
だ
っ
た
。

電気の
低炭素化に挑む
原子力稼動停止の長期化に伴う火力発電依存により
日本のＣＯ２排出量は大幅に増加している。
関西電力が掲げてきた「電気の低炭素化」の現状と見通しは？
──環境対策の責任者に訊いた。

井上祐一 関西電力 環境室長

上／タイ南部における関西電力マングローブ研究植林地　中／ニュージーランド  タラルア風力発電所
下／ブータンにおける小規模水力発電所現地事務所にて 南港発電所の排煙脱炭パイロットプラント

関西電力のＣＯ２排出係数の推移

目
標
ど
お
り
の
〇
・
二
八
二
。

　

と
こ
ろ
が
東
日
本
大
震
災
後
、
状
況
は
一
変
し
た
。

震
災
前
は
八
〇
％
近
か
っ
た
原
子
力
利
用
率
が
一
一
年

は
三
七
％
、
一
二
年
は
一
七
％
台
ま
で
落
ち
込
み
、
不

足
分
を
火
力
で
代
替
し
た
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
二

年
間
で
約
五
〇
〇
〇
万
ト
ン
も
増
加
。
最
終
的
に
第
一

約
束
期
間
五
年
平
均
の
排
出
係
数
は
〇
・
三
四
六
、
目

標
を
大
き
く
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
電
事
連
全
体
で
も
〇
・
四
〇
六
と
、
目
標
達
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

三
四
程
度
に
低
減
す
る
わ
け
だ
が
、
九
〇
年
度
既
に

〇
・
三
五
三
ま
で
低
減
し
て
い
た
関
西
電
力
は
、
さ
ら

に
〇
・
二
八
二
へ
と
極
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標

を
設
定
。
従
来
以
上
に
積
極
的
に
対
策
を
進
め
た
。

─
─
結
果
は
？

　

供
給
側
で
は
原
子
力
を
軸
に
、
火
力
の
高
効
率

化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
推
進
。
需
要
側

で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
高
効
率
機
器
の
普
及
促
進
な
ど
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
前
半
の
三
年
間
平
均
は

●
震
災
後
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
苦
労

─
─
削
減
手
段
と
し
て
は
Ｃ
Ｏ
２
ク
レ
ジ
ッ
ト
調
達
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
調
達
は
、
国
内
の
温
暖
化
対
策
の
補
完

措
置
と
し
て
コ
ス
ト
効
果
の
高
い
手
段
と
位
置
づ
け
て

い
た
。
途
上
国
は
も
ち
ろ
ん
先
進
国
も
含
め
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
多
様
化
で
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
と
と
も
に
適
正

価
格
を
見
極
め
な
が
ら
調
達
計
画
を
立
て
、
中
国
・
ベ

ト
ナ
ム
で
の
水
力
開
発
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

風
力
開
発
、
東
欧
諸
国
で
の
省
エ
ネ
事
業
な
ど
に
参

画
。
着
実
に
調
達
を
進
め
て
き
た
。

─
─
震
災
後
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
増
大
す
る
な
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
追
加
調
達
等
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
？

　

そ
こ
が
悩
み
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
排
出
増
大
分
を
相
殺

す
べ
く
さ
ら
な
る
調
達
に
走
る
か
ど
う
か
。
既
に
原
子

力
の
代
替
火
力
燃
料
費
が
嵩
み
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

な
か
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
追
加
調
達
費
用
は
相
当
な
も
の

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
目
標
達
成
を
め
ざ

す
べ
き
な
の
か
。

　

震
災
後
、
私
は
電
事
連
の
環
境
専
門
委
員
会
の
委
員

長
も
務
め
て
い
て
、
電
事
連
と
し
て
ど
う
す
る
か
の
判

断
も
し
な
い
と
い
け
な
い
。
達
成
を
め
ざ
す
な
ら
オ
ー

ル
電
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
ム
リ
。
一
方
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
追
加
調
達
は
関
西
電
力
自
身
も
負
担
が
大
き
い

が
、
他
の
電
力
会
社
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
切

迫
し
た
経
営
状
態
。
と
て
も
追
加
調
達
の
余
裕
は
な
く
、

判
断
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
。

●
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
の
実
績

─
─
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
（
〇
八
〜
一
二
年
）

が
終
わ
っ
た
が
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
？

　

期
間
中
の
平
均
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
と
し
て
日
本
は

九
〇
年
度
比
▲
六
％
を
掲
げ
、
産
業
界
は
環
境
自
主
行

動
計
画
を
策
定
し
て
業
界
ご
と
に
取
り
組
み
を
進
め

た
。
電
気
事
業
連
合
会
が
掲
げ
た
目
標
は
、
一
ｋＷｈ
あ
た

り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
九
〇
年
度
比
▲
二
〇
％
と
い
う
意
欲

的
な
も
の
。
電
事
連
全
体
で
の
九
〇
年
度
実
績
は
〇
・

四
一
七
（
ｋｇ
︲
Ｃ
Ｏ
２
／
ｋＷｈ
・
以
下
同
）。
こ
れ
を
〇
・

 使用（販売）電力量（億ｋＷｈ）
 原子力発電の利用率（％）
 CO2排出係数（ｋｇ-CO2/ｋＷｈ）
■■ CO2排出量（万ｔ-CO2）

5,173

4,161

0.294

0.2650.299 0.281

0.414

1,4161,459

0.355
0.353

67.7 72.4 77.0 78.2

37.6
17.7

1,206

4,3604,261

1990 2008 2009

京都議定書第一約束期間（2008～2012）

2008～2010年度の3カ年平均の
排出係数は0.282ｋｇ-CO2/ｋＷh

2010 2011 2012 5年平均（年度）

4,250

0.311

0.450

1,511 1,460 1,418

4,703
6,044

0.475

0.514

0.346

0.384

6,569

6,731

7,280

5,028

5,577

　はCO2クレジットの
反映による控除分

3,757
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燃料からの漏出
0.002％（0.002％）

廃棄物
（廃プラスティック、廃油の焼却）

2％（2％）

工業プロセス
（石灰石消費等）
3％（3％）

家庭部門
16％（5％）

業務その他部門
（商業・サービス・事業所等）

21％（7％）

運輸部門
（自動車・船舶等）
18％（18％）

産業部門
（工場等）
33％（26％）

電気事業を含む
エネルギー転換部門
7％（39％）

CO2総排出量
2012年度

１２億7,600万ｔ

へ
三
〇
％
以
上
も
低
減
。
一
定
の
前
提
条
件
を
置
い
て

試
算
す
れ
ば
、
全
六
基
で
年
間
一
八
〇
万
ト
ン
程
度
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ
る
。
削
減
量
と
し
て
は
原
子
力

の
効
果
に
は
及
ば
な
い
が
、
既
設
設
備
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
有
効
な
技
術
だ
。

　

た
だ
コ
ス
ト
面
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
を

勘
案
す
れ
ば
、
ガ
ス
よ
り
石
炭
の
ほ
う
が
安
い
し
、
供

給
安
定
性
も
高
い
。
日
本
中
の
火
力
を
ガ
ス
コ
ン
バ
イ

ン
ド
に
す
れ
ば
原
子
力
は
要
ら
な
い
と
言
う
人
も
い
る

が
、
そ
れ
は
高
く
つ
く
し
、
万
一
ガ
ス
の
輸
入
が
滞
れ

ば
大
変
な
事
態
に
な
る
。
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
三
つ

の
「
Ｅ
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
経
済
性
と

環
境
性
を
総
合
的
に
考
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
し
な
い
と
い
け
な
い
。

●
今
後
の
課
題
と
展
望

─
─
一
三
年
九
月
に
大
飯
３
・
４
号
機
が
定
期
検
査
に

入
っ
て
か
ら
日
本
は
「
原
子
力
ゼ
ロ
」
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
関
西
電
力
の
一
三
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
さ

ら
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
が
？

　

一
三
年
度
の
排
出
係
数
は
現
在
集
計
中
で
七
月
末
に

公
表
予
定
だ
が
、
原
子
力
利
用
率
が
一
〇
％
と
落
ち
込

ん
だ
た
め
、
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
原

子
力
は
現
在
、
新
た
な
規
制
基
準
へ
の
適
合
を
進
め
、

再
稼
動
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
未
だ
目
処
は
立
た
ず
、

一
四
年
度
の
排
出
係
数
は
原
子
力
の
稼
動
時
期
次
第
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

温
暖
化
対
策
の
手
を
拱
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

─
─
火
力
の
高
効
率
化
に
よ
る
削
減
効
果
は
？　

姫
路

第
二
発
電
所
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
へ
の

更
新
を
前
倒
し
で
進
め
て
い
る
そ
う
だ
が
？

　

熱
効
率
が
約
四
二
％
か
ら
約
六
〇
％
へ
向
上
し
た
結

果
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
は
〇
・
四
七
〇
か
ら
〇
・
三
二
七

　

た
だ
、
電
事
連
の
目
標
は
国
の
目
標
達
成
手
段
と
し

て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
我
々
の
動
き
方
次
第
で
国
の

目
標
達
成
が
左
右
さ
れ
る
。

─
─
そ
れ
だ
け
電
気
事
業
か
ら
の
排
出
が
多
い
？

　

多
い
。
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
三
分
の
一
は
電
気

事
業
か
ら
で
、
我
々
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
国
の

目
標
は
国
際
公
約
、
我
々
は
自
主
目
標
と
は
い
え
簡
単

に
達
成
を
断
念
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
我
々
も
悩

ん
だ
末
、
最
終
的
な
判
断
と
し
て
、
自
身
の
目
標
達
成

は
無
理
で
も
、
国
の
目
標
に
だ
け
は
何
と
か
貢
献
し
た

い
と
考
え
、
当
初
計
画
分
は
何
と
し
て
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

日本のＣＯ２排出量の内訳

＊内側の円は各部門の直接の排出量の割合（カッコ内の数字）を、また、外側の円は電気事
業者の発電に伴う排出量及び熱供給事業者の熱発生に伴う排出量を電力消費量及び熱
消費量に応じて最終需要部門に配分した後の割合を、それぞれ示している。

＊統計誤差、四捨五入等のため、排出量割合の合計は必ずしも100%にならないことがある。
環境省発表資料をもとに作成

何
と
い
っ
て
も
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
の
大
き
い
原
子
力
を

動
か
せ
な
い
の
は
忸
怩
た
る
思
い
だ
。

─
─
で
は
現
時
点
で
の
削
減
目
標
は
な
い
？

　

今
年
四
月
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
数
値
は
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
一
五
年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
、

国
際
的
に
は
三
月
ま
で
に
二
〇
二
〇
年
以
降
の
削
減
目

標
を
示
す
よ
う
な
各
国
の
動
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
国
内
外
の
動
き
を
見
な
が
ら
我
々
も
検
討
を
進
め
、

次
の
目
標
を
示
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

国
か
ら
は
、
新
電
力
も
含
め
た
電
気
事
業
全
体
の
新

火力発電所熱効率の各国比較

INTERNATIONAL COMPARISON OF FOSSIL POWER EFFICIENCY 
AND CO2 INTENSITY 2013をもとに作成
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熱
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英国・アイルランド
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ドイツ 豪州

米国

中国

インド

姫路第二発電所更新工事

を
調
達
す
る
こ
と
に
し
た
。
経
営
は
苦
し
い
が
、
各
社

と
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
た
の
が
実
状
だ
。

─
─
ど
れ
く
ら
い
調
達
し
た
？

　

五
年
間
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
調
達
は
関
西
電
力
の
場
合
、

約
二
七
〇
〇
万
ト
ン
、
金
額
に
す
る
と
約
三
五
〇
億
円
。

電
気
事
業
者
全
体
で
は
約
二
・
七
億
ト
ン
、
政
府
が
約

一
億
ト
ン
。
そ
れ
に
森
林
吸
収
分
二
・
四
億
ト
ン
を
加

え
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
九
〇
年
度
比
▲
八
・
四
％

と
目
標
を
達
成
し
た
。

●
代
替
電
源
の
実
力
と
見
通
し

─
─
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
は
原
子
力
だ
け
で
な
く
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？ 

一
二
年
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
も
始
ま

り
、
導
入
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

　

関
西
電
力
は
震
災
前
の
二
〇
一
〇
年
に
国
内
電
力
会

社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
・
堺
太
陽
光
発
電
所
を
一
部
運

転
開
始
し
た
の
を
は
じ
め
風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再

エ
ネ
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

と
は
い
え
再
エ
ネ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
は
、
関

西
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
で
一
二
年
度
約
一
〇
万
ト
ン
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
購
入
分
な
ど
を
含
め
て
合
計
九
〇
万
ト
ン
程
度
。

関
西
電
力
の
一
二
年
度
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
一
％
強
の
削
減

に
相
当
す
る
。
今
後
増
や
し
て
は
い
き
た
い
が
、
増
え

過
ぎ
る
と
出
力
調
整
用
の
火
力
や
送
電
網
の
強
化
も
必

要
で
、
同
じ
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
で
も
な
か
な
か

原
子
力
に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
難
し
い
。

西豪州植林事業の現地説明会
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三
つ
の
「
Ｅ
」
の
面
か
ら
優
秀
か
─
─
そ
こ
を
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
。

　

加
え
て
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
の
導
入
推
進
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
き
た
い
。

　

一
方
、
気
候
変
動
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
取
り
組
ま

な
い
と
意
味
は
な
い
。
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
世
界

全
体
の
三
・
七
％
。
中
国
は
じ
め
新
興
国
で
の
削
減
を

進
め
な
い
と
対
策
の
実
効
性
は
な
い
に
等
し
い
。
だ
か

ら
ど
う
や
っ
て
日
本
の
低
炭
素
技
術
を
世
界
に
広
め
て

い
く
か
。
高
効
率
火
力
な
ど
の
優
れ
た
技
術
を
途
上
国

で
採
用
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
日
本
の
貢
献
分
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
が
急

務
だ
と
考
え
て
い
る
。

─
─
環
境
へ
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
っ
て
き
た
？

　

長
年
、
環
境
対
策
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
電
力
会
社

の
環
境
問
題
と
い
え
ば
、
昔
は
公
害
対
策
。
排
煙
や
排

水
に
対
し
て
人
体
や
環
境
に
影
響
が
な
い
レ
ベ
ル
を
特

定
し
、
そ
の
範
囲
内
に
抑
え
る
手
立
て
を
講
じ
る
。
あ

る
意
味
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
明
確
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
Ｃ
Ｏ
２
問
題
は
違
う
。
Ｃ
Ｏ
２
問
題
は
、

経
済
活
動
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
と
も
に
、
政
治
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
国

際
政
治
、
国
際
経
済
、
そ
し
て
途
上
国
と
先
進
国
が
対

立
す
る
南
北
問
題
ま
で
絡
む
複
雑
な
国
際
交
渉
の
問
題

で
、
自
ら
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
点
が
何
と
も

も
ど
か
し
い
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
すっきりしない日が続きます。
本誌『躍』の創刊は、洞爺湖サミット直前の2008年5月。創刊号
のテーマは「地球環境」でした。それから6年、東日本大震災と
福島第一原子力発電所事故を経て、日本の気候変動／温暖化
をめぐる動きはすっかり変わりましたが、今号は改めて「気候変動
とエネルギー」をテーマに取り上げました。
「鼎談」では中島厚志さん、枝廣淳子さん、秋元圭吾さんに、事故
後の現状を踏まえ、気候変動対策とエネルギー政策の方向性や
課題を議論いただくとともに、続く「オピニオン」では、地球のシグ
ナル、気候変動リスク、国際社会の対応、日本の対応、技術輸出
という5つの視点で5人の識者・専門家に提言をいただきました。
低炭素化という点で石炭火力発電への風当たりは強いわけです
が、昨今の石炭火力は発電効率も向上。「エコルーツ紀行」で
は、原子力の長期停止が続くなか綱渡りで安定供給を守る関西
電力唯一の石炭火力・舞鶴発電所を訪ねるとともに、「かんでん
FOCUS」では電気の低炭素化の現状を訊きました。
発電時にCO₂を出さない原子力ですが、日本での稼動の行方は
未だ梅雨空のように不透明。しかし「世界はいま」で取り上げた
産油国サウジアラビアのように、新たに原子力導入に動く国が多い
ことも事実です。
梅雨明け、そして暑すぎることのない爽やかな夏空を待ちながら、
新しい『躍』をお届けします。

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／渡辺俊一
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

今号の取材は2014年5月12日までに実施したものです。

目
標
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
形
で
速
や

か
に
検
討
に
入
り
た
い
。

─
─
排
出
削
減
に
向
け
た
課
題
は
？

　

何
と
い
っ
て
も
原
子
力
の
再
稼
動
だ
。
資
源
の
な
い

日
本
で
、
原
子
力
は
安
定
供
給
、
経
済
性
の
観
点
か
ら

不
可
欠
だ
が
、
温
暖
化
対
策
で
も
極
め
て
重
要
な
電
源

だ
。
関
西
電
力
の
場
合
、
原
子
力
の
利
用
率
が
一
％
向

上
す
る
と
四
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が

あ
る
。
こ
の
事
実
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
Ｓ
」
安
全
性
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、
原
子
力
が
い
か
に

取材・編集／田窪由美子

─
─
関
西
電
力
は
二
〇
一
〇
年
策
定
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
「
低
炭
素
社
会
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
を
掲
げ
て

い
た
が
、
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
。

　

低
炭
素
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
原
子
力
を

は
じ
め
と
し
た
低
炭
素
な
電
気
を
届
け
る
。
同
時
に
お

客
さ
ま
側
で
は
高
効
率
電
気
給
湯
機
な
ど
省
エ
ネ
・
省

Ｃ
Ｏ
２
機
器
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。
我
々
は
電
気
が
支

え
る
低
炭
素
社
会
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
き
た
が
、
近
年
の
諸
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
う
い
っ
た
主
張
は
難
し
い
。
し
か
し
電
気
が
社
会
の

血
液
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
一
日
も
早
く
そ

の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
電
気
の
低
炭
素
化
に
挑
み
続

け
た
い
。

高浜発電所

電力中央研究所報告書をもとに作成

日本の電源別ライフサイクルＣＯ２排出量比較

Ｃ
О
２

排
出
量（
送
電
端
）

石炭
火力

（kg-CO2/kWh）

0.0

0.2

0.4
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0.8
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0.079

0.864

0.943

■ 発電燃料燃焼
■ 設備・運用

石油
火力

LNG
火力

LNG
コンバインド

太陽光 風力 原子力 地熱 水力

0.043

0.695

0.123

0.476

0.098

0.376

0.738

0.599

0.474

0.038 0.025 0.020 0.013 0.011


